
東久留米の３月から５月の樹木の花  写真撮影・制作：Ｈ．ｓｈｉｍｏ 2023年 6月 2日記 

東久留米の３月から５月の樹木の花№１ 

 

 
「コブシ」：３月２日撮影。「ハクモクレン」：３月１４日撮影。「モクレン」：３月１５日撮影。「ヒイラギナンテン」：３月７日撮影。 

「サンシュウ」：３月１４日撮影。「ヒュウガミズキ」：３月１４日撮影。 

「ツバキ科ツバキ属名称不明」：３月１４日撮影。ツバキの仲間は数多くの園芸品種が栽培されていることから同定が難しい。通常、雑木林内で生えている

代表的なものはヤブツバキ。 

 

モクレン科ハクモクレン モクレン科モクレン（別名シモクレン） 

モクレン科コブシ 

メギ科ヒイラギナンテン 

ミズキ科サンシュウ マンサク科ヒュウガミズキ ツバキ科ツバキ属名称不明 
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東久留米の３月から５月の樹木の花№２ 

 

 

「ウメ」：３月７日撮影。「ソメイヨシノ」３月１５日撮影。「エドヒガン」：３月１４日撮影。「フユザクラ」：３月１５日撮影。 

「バラ科サクラ属名称不明」：３月１４日撮影。サクラの仲間も数多くの園芸品種が栽培されていることから同定が難しい。「バラ科スモモ属名称不明」：３月

１５日撮影。「バラ科スモモ属名称不明」：３月１４日撮影。 

「ボケ」：４月３日撮影。「クサボケ」：３月２９日撮影。 

 

バラ科ウメ 

バラ科サクラ属名称不明 

バラ科ソメイヨシノ 

 
バラ科エドヒガン バラ科フユザクラ 

バラ科スモモ属名称不明 バラ科スモモ属名称不明 バラ科ボケ バラ科クサボケ 
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「カジイチゴ」：３月２９日撮影。「クサイチゴ」：３月２９日撮影。「ニガイチゴ」：３月２９日撮影。「ナガバモミジイチゴ」：３月３０日撮影。 

「ハチジョウクサイチゴ」：３月３０日撮影。「モミジイチゴ」：４月１１日撮影。「ノイバラ」：４月２９日撮影。「コゴメウツギ」：４月２４日撮影。 

 

 

 

 

 

 

バラ科カジイチゴ バラ科クサチゴ バラ科ニガイチゴ 

バラ科ハチジョウクサイチゴ バラ科モミジイチゴ 

バラ科ナガバモミジイチゴ 

バラ科ノイバラ バラ科コゴメウツギ 
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「ユキヤナギ」：３月１４日撮影。「コデマリ」：４月２５日撮影。「ヤマブキ」：４月３日撮影。「シャリンバイ」：５月１日撮影。 

「トサミズキ」：３月１４日撮影。「キブシ」：３月１４日撮影。「イヌシデ」：３月１４日撮影。「アセビ」：３月２４日撮影。漢字で表記すると馬酔木と書き有毒成分

を含む。「アキグミ」：３月２９日撮影。 

 

 

バラ科ユキヤナギ バラ科コデマリ 

バラ科ヤマブキ 

マンサク科トサミズキ 

キブシ科キブシ カバノキ科イヌシデ 

ツツジ科アセビ グミ科アキグミ 

バラ科シャリンバイ 
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「アケビ」：３月３１日撮影。葉は卵型で５枚から７枚あり鋸歯がない。 

「ゴヨウアケビ」：４月２日撮影。葉は卵型で５枚あり波型の鋸歯がある。「ミツバアケビ」との自然交雑種と言われている。 

「ミツバアケビ」：３月２９日撮影。葉は卵型で３枚あり波型の鋸歯がある。 

「ムベ」：４月５日撮影。アケビ科だがムベ属と言う事でアケビとは別物とのこと。 

「アオキ」：３月３０日撮影。「ヤマグワ」：４月１１日撮影。「サワフタギ」：４月１９日撮影。「ツルマサキ」：５月１７日撮影。 

 

 

アケビ科アケビ アケビ科ゴヨウアケビ アケビ科ミツバアケビ 

アケビ科ムベ 

アオキ科アオキ クワ科ヤマグワ 

ハイノキ科サワフタギ ニシキギ科ツルマサキ 
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「ツリバナ」：４月２４日撮影。「マユミ」：４月２４日撮影。「ツルウメモドキ」：４月２４日撮影。「イワウメヅル」：４月１３日撮影。落葉のつる性木本。東京都では

絶滅危惧 IＡ類（CR）：ごく近い将来における絶滅の危険性が極めて高い種。 

「スイカズラ」：５月１日撮影。「ウグイスカグラ」：３月３０日撮影。「フジ」：４月２４日撮影。『東久留米の名木１００選』に選ばれた樹木。生育場所では、多数

の蔓が周辺部の複数の高木を覆い隠して高所で点々と花を咲かせていた。この種は日本固有種で、ツルが左下から右上に向かって伸びて樹木などに右

周り巻き付く。他にツルが左巻きの「ヤマフジ」がある。「キリ」：４月２９日撮影。フジ同様に『東久留米の名木１００選』に選ばれた大径のキリもあるが最近

では樹勢が弱っているようだ。 

 

ニシキギ科ツリバナ 

ニシキギ科マユミ 

スイカズラ科ウグイスカグラ 

ニシキギ科イワウメヅル 

ニシキギ科ツルウメモドキ 

スイカズラ科スイカズラ マメ科フジ（別名ノダフジ） 

キリ科キリ 
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「エゴノキ」：５月１１日撮影。「サラサウツギ」：５月１６日撮影。「ウツギ」：５月２５日撮影。この種は日本各地の山野や崖地、川沿いなどで自生しており、市

内でも落合川沿いなどで見られたとの事。「アジサイ」：５月３１日撮影。原種は日本に自生しているガクアジサイで、今では多種多様な園芸種が出回って

いる。市内では、山地性の「タマアジサイ」も観察できる。 

「テイカカズラ」：５月３日撮影。キョウチクトウ科キョウチクトウは有毒の樹木で有名。同科テイカカズラも調べてみると同様に有毒。「ネズミモチ」：５月２４

日撮影。「イヌツゲ」：５月２４日撮影。「フッキソウ」：３月２４日撮影。野草の仲間のように思えるが、樹木の仲間で小低木に分類される。市内では、１カ所で

観察。 

 

ツゲ科フッキソウ 

エゴノキ科エゴノキ アジサイ科サラサウツギ アジサイ科ウツギ アジサイ科アジサイ 

モクセイ科ネズミモチ モチノキ科イヌツゲ キョウチクトウ科テイカカズラ 


